
(57)【要約】

【課題】厨芥処理室内に厨芥が付着しにくく、厨芥処理

室内を容易に清掃することができる厨芥処理装置を提供

する。

【解決手段】本発明は、粉砕された厨芥を洗浄水と共に

排出する厨芥処理装置（１）であって、厨芥を投入する

厨芥処理室（８）と、この厨芥処理室に流入する洗浄水

の流量を検出する流量検出手段と、厨芥処理室内に投入

された厨芥を粉砕する粉砕手段（１８、２０ａ）と、こ

の粉砕手段を回転駆動する駆動手段（１２）と、粉砕手

段によって粉砕された厨芥を厨芥処理室から排出する厨

芥排出部（１４）と、駆動手段を作動させることにより

、粉砕モード及び清掃モードの運転を実行する制御手段

（２２）と、を有し、この制御手段は、粉砕モードにお

いては、流量検出手段が所定流量以上の流量を検出した

場合のみ駆動手段を作動させ、清掃モードにおいては、

流量検出手段の検出結果に係わりなく駆動手段を作動さ

せることを特徴としている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 厨 芥 を 粉 砕 し 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 洗 浄 水 と 共 に 排 出 す る 厨 芥 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 粉 砕 す べ き 厨 芥 を 投 入 す る 厨 芥 処 理 室 と 、
　 こ の 厨 芥 処 理 室 に 流 入 す る 洗 浄 水 の 流 量 を 検 出 す る 流 量 検 出 手 段 と 、
　 回 転 駆 動 さ れ る こ と に よ り 、 上 記 厨 芥 処 理 室 内 に 投 入 さ れ た 厨 芥 を 粉 砕 す る 粉 砕 手 段 と
、
　 こ の 粉 砕 手 段 を 回 転 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、
　 上 記 粉 砕 手 段 に よ っ て 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 上 記 厨 芥 処 理 室 か ら 排 出 す る 厨 芥 排 出 部 と 、
　 上 記 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 粉 砕 モ ー ド 及 び 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る 制
御 手 段 と 、 を 有 し 、
　 こ の 制 御 手 段 は 、 粉 砕 モ ー ド に お い て は 、 上 記 流 量 検 出 手 段 が 所 定 流 量 以 上 の 流 量 を 検
出 し た 場 合 の み 上 記 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 上 記 流 量 検 出 手 段 の 検
出 結 果 に 係 わ り な く 上 記 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 厨 芥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 上 記 厨 芥 処 理 室 に 洗 浄 水 を 流 入 さ せ る 給 水 手 段 を 有 し 、 上 記 制 御 手 段 は 、 上 記
厨 芥 処 理 装 置 が 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 、 上 記 給 水 手 段 を 制 御 し て 洗 浄 水 を
上 記 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る 請 求 項 １ 記 載 の 厨 芥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 厨 芥 処 理 室 に 洗 浄 水 を 流 入 さ せ る 給 水 手 段 を 有 し 、 上 記 制 御 手 段 は 、 上 記
厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 、 上 記 給 水 手 段 を 制 御 し て 洗 浄 水 を
上 記 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 厨 芥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 上 記 厨 芥 処 理 室 内 の
厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 と 、 こ の 厨 芥 判 定 手 段 が 上 記 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ
る と 判 定 す る と 使 用 者 に 警 告 を 発 す る 警 告 手 段 と 、 を 有 す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項
に 記 載 の 厨 芥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 上 記 厨 芥 処 理 室 内 の
厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 を 有 し 、 上 記 制 御 手 段 は 、 上 記 厨 芥 判 定 手 段 に よ っ て
上 記 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 清 掃 モ ー ド の 起 動 を 中 止 す る 請 求 項 １ 乃
至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 厨 芥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 上 記 厨 芥 処 理 室 内 の
厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 を 有 し 、 上 記 制 御 手 段 は 、 上 記 厨 芥 判 定 手 段 に よ っ て
上 記 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 ま ず 、 上 記 厨 芥 処 理 装 置 を 粉 砕 モ ー ド で
起 動 さ せ 、 次 に 、 上 記 厨 芥 処 理 装 置 を 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ せ る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １
項 に 記 載 の 厨 芥 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 厨 芥 判 定 手 段 は 、 上 記 駆 動 手 段 を 回 転 さ せ 、 上 記 駆 動 手 段 に 作 用 す る 負 荷 に よ り 上
記 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 厨 芥 処 理 装
置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 厨 芥 排 出 部 が 、 上 記 粉 砕 手 段 が 回 転 さ れ る 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 円 の ほ ぼ 接 線 方 向
に 向 け ら れ た 管 路 と し て 形 成 さ れ て お り 、 上 記 制 御 手 段 は 、 少 な く と も 清 掃 モ ー ド に お い
て 、 上 記 厨 芥 排 出 部 か ら の 洗 浄 水 の 排 水 を 抑 制 す る 方 向 に 上 記 粉 砕 手 段 を 回 転 さ せ る こ と
に よ り 、 上 記 厨 芥 処 理 室 内 に 洗 浄 水 を 滞 留 さ せ る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 厨
芥 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 厨 芥 処 理 装 置 に 係 わ り 、 特 に 、 厨 芥 を 粉 砕 し 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 洗 浄 水 と 共
に 排 出 す る 厨 芥 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ８ ２ ４ ０ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 厨 芥 を 粉 砕 室 （ 厨 芥 処 理 室 ） 内
で 粉 砕 し な が ら 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 洗 浄 水 と 共 に 排 水 管 に 排 出 す る デ ィ ス ポ ー ザ （ 厨 芥 処 理
装 置 ） が 記 載 さ れ て い る 。 こ の デ ィ ス ポ ー ザ で は 、 厨 芥 の 粉 砕 処 理 が 終 了 し た 後 、 排 水 管
内 に オ ゾ ン 水 を 放 流 す る こ と に よ っ て 、 排 水 管 内 を 消 臭 、 洗 浄 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ８ ２ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 平 １ ０ － ２ ５ ８ ２ ４ ０ 号 公 報 に 記 載 さ れ た よ う な 厨 芥 処 理 装 置 に お い て は 、 厨 芥 処
理 室 内 で 厨 芥 を 粉 砕 す る 際 に 厨 芥 処 理 室 の 壁 面 等 に 厨 芥 が 付 着 し 、 粉 砕 時 に 供 給 さ れ る 洗
浄 水 だ け で は 付 着 し た 厨 芥 を 完 全 に 洗 い 流 す こ と が で き ず 、 厨 芥 が 残 留 し て し ま う と い う
問 題 が あ る 。 こ の た め 、 厨 芥 処 理 室 の 壁 面 や 粉 砕 用 の 刃 を 定 期 的 に 清 掃 す る 必 要 が あ る 。
し か し な が ら 、 厨 芥 処 理 室 内 の 清 掃 は 、 厨 芥 処 理 装 置 が 設 置 さ れ た シ ン ク に 開 口 し た 狭 い
厨 芥 投 入 口 か ら ブ ラ シ 等 を 挿 入 し て 行 な う 必 要 が あ り 、 困 難 で 手 間 の か か る 作 業 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が 付 着 し に く く 、 厨 芥 処 理 室 内 を 容 易 に 清 掃 す
る こ と が で き る 厨 芥 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 厨 芥 を 粉 砕 し 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 洗 浄 水 と
共 に 排 出 す る 厨 芥 処 理 装 置 で あ っ て 、 粉 砕 す べ き 厨 芥 を 投 入 す る 厨 芥 処 理 室 と 、 こ の 厨 芥
処 理 室 に 流 入 す る 洗 浄 水 の 流 量 を 検 出 す る 流 量 検 出 手 段 と 、 回 転 駆 動 さ れ る こ と に よ り 、
厨 芥 処 理 室 内 に 投 入 さ れ た 厨 芥 を 粉 砕 す る 粉 砕 手 段 と 、 こ の 粉 砕 手 段 を 回 転 駆 動 す る 駆 動
手 段 と 、 粉 砕 手 段 に よ っ て 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 厨 芥 処 理 室 か ら 排 出 す る 厨 芥 排 出 部 と 、 駆 動
手 段 を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 粉 砕 モ ー ド 及 び 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る 制 御 手 段 と 、
を 有 し 、 こ の 制 御 手 段 は 、 粉 砕 モ ー ド に お い て は 、 流 量 検 出 手 段 が 所 定 流 量 以 上 の 流 量 を
検 出 し た 場 合 の み 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 流 量 検 出 手 段 の 検 出 結 果
に 係 わ り な く 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に お い て は 、 制 御 手 段 は 、 粉 砕 モ ー ド に お い て は 、 流 量 検
出 手 段 が 洗 浄 水 の 所 定 流 量 以 上 の 流 量 を 検 出 し た 場 合 の み 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ 、 厨 芥 処 理
室 内 の 厨 芥 を 粉 砕 手 段 に よ っ て 粉 砕 し 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 を 、 厨 芥 排 出 部 を 介 し て 排 出 す る
。 一 方 、 制 御 手 段 は 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 流 量 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 係 わ り な く 駆 動
手 段 を 作 動 さ せ 、 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 粉 砕 モ ー ド に お い て 、 洗 浄 水 が 所 定 流 量 以 上 供
給 さ れ て い る 場 合 の み 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ 、 厨 芥 の 粉 砕 を 実 行 す る の で 、 洗 浄 水 の 不 足 に
よ る 排 水 管 路 の 詰 ま り や 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 の 厨 芥 処 理 室 内 へ の 付 着 を 防 止 す る こ と が で き
る 。 さ ら に 、 粉 砕 モ ー ド に 加 え 清 掃 モ ー ド を 備 え て い る た め 厨 芥 処 理 装 置 を 容 易 に 清 掃 す
る こ と が で き る と 共 に 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 洗 浄 水 の 流 量 に 係 わ り な く 清 掃 モ ー ド の
運 転 を 実 行 す る の で 、 少 量 の 洗 浄 水 で も 清 掃 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 さ ら に 、 厨 芥 処 理 室 に 洗 浄 水 を 流 入 さ せ る 給 水 手 段 を 有
し 、 制 御 手 段 は 、 厨 芥 処 理 装 置 が 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 、 給 水 手 段 を 制 御
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し て 洗 浄 水 を 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 制 御 手 段 は 、 粉 砕 モ ー ド に お い て 、 自 動 的 に 洗
浄 水 を 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る の で 、 粉 砕 モ ー ド の 適 切 な 時 期 に 洗 浄 水 を 供 給 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 さ ら に 、 厨 芥 処 理 室 に 洗 浄 水 を 流 入 さ せ る 給 水 手 段 を 有
し 、 制 御 手 段 は 、 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に お い て 、 給 水 手 段 を 制 御
し て 洗 浄 水 を 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 制 御 手 段 は 、 清 掃 モ ー ド に お い て 、 自 動 的 に 洗
浄 水 を 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る の で 、 清 掃 モ ー ド の 適 切 な 時 期 に 洗 浄 水 を 供 給 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 さ ら に 、 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に
お い て 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 と 、 こ の 厨 芥 判 定 手 段 が 厨 芥 処
理 室 内 に 厨 芥 が あ る と 判 定 す る と 使 用 者 に 警 告 を 発 す る 警 告 手 段 と 、 を 有 す る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る 状 態 で 、 誤 っ て 清 掃
モ ー ド が 実 行 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 さ ら に 、 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に
お い て 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 を 有 し 、 制 御 手 段 は 、 厨 芥 判 定
手 段 に よ っ て 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 清 掃 モ ー ド の 起 動 を 中 止 す る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る 状 態 で 、 誤 っ て 清 掃
モ ー ド が 実 行 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 さ ら に 、 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ た 場 合 に
お い て 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 を 有 し 、 制 御 手 段 は 、 厨 芥 判 定
手 段 に よ っ て 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 ま ず 、 厨 芥 処 理 装 置 を 粉 砕 モ ー
ド で 起 動 さ せ 、 次 に 、 厨 芥 処 理 装 置 を 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ せ る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る 状 態 で 、 誤 っ て 清 掃
モ ー ド が 実 行 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 厨 芥 判 定 手 段 は 、 駆 動 手 段 を 回 転 さ せ 、 駆 動 手 段 に 作 用
す る 負 荷 に よ り 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 な 機 構 で 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 好 ま し く は 、 厨 芥 排 出 部 が 、 粉 砕 手 段 が 回 転 さ れ る 回 転 軸 線 を 中 心 と
す る 円 の ほ ぼ 接 線 方 向 に 向 け ら れ た 管 路 と し て 形 成 さ れ て お り 、 制 御 手 段 は 、 少 な く と も
清 掃 モ ー ド に お い て 、 厨 芥 排 出 部 か ら の 洗 浄 水 の 排 水 を 抑 制 す る 方 向 に 粉 砕 手 段 を 回 転 さ
せ る こ と に よ り 、 厨 芥 処 理 室 内 に 洗 浄 水 を 滞 留 さ せ る 。
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 清 掃 モ ー ド に お い て 、 洗 浄 水 が 厨 芥 処 理 室 内 に
滞 留 さ れ る の で 、 供 給 さ れ た 洗 浄 水 の 量 が 少 な く て も 、 洗 浄 水 が 厨 芥 処 理 室 内 の 壁 面 等 に
接 触 さ れ る 時 間 は 長 く な り 、 厨 芥 処 理 装 置 を 少 量 の 洗 浄 水 で 効 率 良 く 清 掃 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が 付 着 し に く く 、 厨 芥 処 理 室 内 を
容 易 に 清 掃 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 次 に 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 １ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 を 説 明 す る
。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 、 及 び こ れ を 設 置 し た シ ン ク 全 体 を
示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ の II－ II断 面 図 で あ り 、 厨 芥 処 理 室 の 下 部 を 切 断
し て 示 す 斜 視 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 に お け る 洗 浄 水 の 給
水 系 統 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 １ は 、 厨 芥 を 投 入 す る 厨
芥 投 入 口 ２ が 、 流 し 台 （ 図 示 せ ず ） の シ ン ク ４ の 底 面 に 開 口 す る よ う に 設 置 さ れ る 。 ま た
、 シ ン ク ４ の 近 傍 に は 水 栓 ６ が 設 け ら れ て お り 、 厨 芥 処 理 装 置 １ に よ っ て 厨 芥 を 粉 砕 す る
際 及 び 清 掃 す る 際 に 、 こ の 水 栓 ６ か ら 洗 浄 水 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 １ は 、 厨 芥 投 入 口 ２ を 上 方 に 形 成 し た 厨 芥 処 理 室 ８
と 、 こ の 厨 芥 処 理 室 ８ の 中 に 配 置 さ れ た 回 転 板 １ ０ と 、 こ の 回 転 板 １ ０ を 回 転 駆 動 す る 駆
動 手 段 で あ る モ ー タ ー １ ２ と 、 厨 芥 処 理 室 ８ 下 部 の 、 回 転 板 １ ０ の 下 側 に 設 け ら れ 、 粉 砕
さ れ た 厨 芥 を 厨 芥 処 理 室 ８ か ら 排 水 管 （ 図 示 せ ず ） に 排 出 す る 厨 芥 排 出 部 １ ４ と 、 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 厨 芥 処 理 室 ８ の 中 間 部 の 内 壁 面 に は 固 定 刃 １ ６ が 取 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 回
転 板 １ ０ の 上 面 に は 、 ２ つ の ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ が シ ャ フ ト １ ８ ａ を 中 心 に 回 転 可 能 に
取 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 モ ー タ ー １ ２ の 回 転 軸 １ ２ ａ の 中 間 部 に は 、 回 転 板 １ ０ の 下 に
落 ち た 厨 芥 を 粉 砕 す る ブ レ ー ド ２ ０ ａ 及 び 厨 芥 処 理 室 ８ 内 の 洗 浄 水 を 攪 拌 す る 羽 根 ２ ０ ｂ
が 取 付 け ら れ 、 こ れ ら は 、 回 転 軸 １ ２ ａ か ら 放 射 方 向 に 延 び て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て
、 固 定 刃 １ ６ 、 ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ 及 び ブ レ ー ド ２ ０ ａ は 、 粉 砕 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 厨 芥 処 理 装 置 １ は 、 制 御 手 段 で あ る コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ を 有 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２
は 、 厨 芥 投 入 口 ２ に 設 け ら れ た 磁 気 検 出 素 子 ２ ４ の 検 出 信 号 に 基 づ い て 、 水 栓 ６ 及 び モ ー
タ ー １ ２ を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 厨 芥 処 理 装 置 １ は 、 所 定 の 場 合 に
お い て コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ っ て 鳴 動 さ れ 、 使 用 者 に 警 告 を 発 す る 警 告 手 段 で あ る ブ ザ ー
２ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 厨 芥 処 理 室 ８ は 、 上 方 に 円 形 の 厨 芥 投 入 口 ２ が 開 口 し た 概 ね 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て い る
。 ま た 、 厨 芥 投 入 口 ２ は 、 シ ン ク ４ の 排 水 口 を 兼 ね て お り 、 シ ン ク ４ 内 の 水 は 厨 芥 投 入 口
２ か ら 厨 芥 処 理 室 ８ に 入 り 、 厨 芥 排 出 部 １ ４ を 介 し て 排 水 管 （ 図 示 せ ず ） に 排 水 さ れ る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 回 転 板 １ ０ は 、 厨 芥 処 理 室 ８ の 中 間 部 に 水 平 に 支 持 さ れ た 金 属 製 の 円 板 で あ る 。
さ ら に 、 回 転 板 １ ０ は 、 そ の 中 心 が モ ー タ ー １ ２ の 回 転 軸 １ ２ ａ に ネ ジ 止 め さ れ て お り 、
モ ー タ ー １ ２ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 回 転 板 １ ０ に は 、 そ れ を 直 角 に 貫 通 す る よ
う に 、 ２ 本 の シ ャ フ ト １ ８ ａ が 取 付 け ら れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ８ ａ は 、 回 転 板 １ ０ の 上 面
側 に お い て 、 金 属 製 の ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ を 回 転 可 能 に 支 持 し て い る 。 ス イ ン グ ハ ン マ
ー １ ８ は 、 概 ね 直 方 体 の ブ ロ ッ ク 状 で あ り 、 一 端 に シ ャ フ ト １ ８ ａ が 通 さ れ て い る 。 ま た
、 ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ の 底 面 は 平 面 で あ り 、 先 端 に 向 か っ て 厚 さ が 厚 く な り 、 先 端 は 回
転 板 １ ０ の 周 縁 と ほ ぼ 同 一 曲 率 の 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８
の 長 さ は 、 ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ が 、 回 転 板 １ ０ の 半 径 方 向 外 方 に 向 け ら れ た と き 、 そ の
先 端 が 回 転 板 １ ０ の 周 縁 と ほ ぼ 一 致 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 図 １ に 示 す よ う に 、 厨 芥 処 理 室 ８ の 中 間 部 の 内 壁 に は 、 回 転 板 １ ０ を 取 り 囲 む よ
う に 、 金 属 製 の 固 定 刃 １ ６ が 取 付 け ら れ て い る 。 固 定 刃 １ ６ に は 、 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 多
数 の 切 り 抜 き 部 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ て い る 。 厨 芥 は 、 固 定 刃 １ ６ の 各 切 り 抜 き 部 （ 図
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示 せ ず ） の エ ッ ジ と 、 ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ の 間 に 押 し 込 ま れ る こ と に よ り 、 厨 芥 処 理 室
８ 内 で 粉 砕 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 厨 芥 処 理 室 ８ の 下 部 、 及 び そ こ に 形 成 さ れ た 厨 芥 排 出 部 １ ４ の
構 成 を 説 明 す る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 厨 芥 排 出 部 １ ４ は 、 厨 芥 処 理 室 ８ の 底 面 近 傍 に 水 平 方 向 に 向 け て 形
成 さ れ た 円 筒 状 の 管 路 で あ り 、 そ の 先 端 は 排 水 管 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、
厨 芥 排 出 部 １ ４ は 、 回 転 板 １ ０ を 回 転 さ せ る モ ー タ ー １ ２ の 回 転 軸 １ ２ ａ を 中 心 と す る 円
の ほ ぼ 接 線 方 向 に 向 く よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 回 転 軸 １ ２ ａ が 図 ２ の 矢 印 Ｄ １
方 向 に 回 転 さ れ る と 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 の 洗 浄 水 は 羽 根 ２ ０ ｂ に よ っ て 攪 拌 さ れ 、 そ の 厨 芥
排 出 部 １ ４ か ら の 排 水 が 抑 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 洗 浄 水 は 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 滞 留 さ れ る
。 一 方 、 回 転 軸 １ ２ ａ が 矢 印 Ｄ ２ 方 向 に 回 転 さ れ る と 、 洗 浄 水 の 厨 芥 排 出 部 １ ４ か ら の 排
水 が 促 進 さ れ 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 の 洗 浄 水 は 速 や か に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 水 栓 ６ 内 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 、 及 び コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ る 制
御 を 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 水 栓 ６ に は 、 シ ン ク ４ の 使 用 時 に 使 用 者 に よ っ て 手 動 で 開 閉 さ れ る
手 動 給 水 弁 ２ ６ と 、 厨 芥 処 理 装 置 １ の 使 用 時 に コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ っ て 開 閉 さ れ る 給 水
手 段 で あ る 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ と 、 こ の 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 介 し て 流 出 さ
れ る 洗 浄 水 の 流 量 を 検 出 す る 流 量 検 出 手 段 で あ る フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ と 、 を 内 蔵 し て い る
。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 水 道 の 水 道 管 ３ ２ は 水 栓 ６ 内 で ２ 本 に 分 岐 さ れ 、 そ の 一 方
は 手 動 給 水 弁 ２ ６ を 介 し て 吐 水 口 ６ ａ に 連 通 さ れ 、 他 の 一 方 は 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８
及 び フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ を 介 し て 吐 水 口 ６ ａ に 連 通 さ れ て い る 。 従 っ て 、 手 動 給 水 弁 ２ ６
及 び 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ の 何 れ か 一 方 、 又 は 両 方 が 開 放 さ れ る こ と に よ り 、 吐 水 口
６ ａ か ら 洗 浄 水 （ 水 道 水 ） が 吐 水 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 手 動 給 水 弁 ２ ６ は 、 シ ン ク ４ の 通 常 使 用 時 に 使 用 者 が 手 動 で 開 閉 操 作 す る 開 閉 弁 で あ り
、 水 栓 ６ の ハ ン ド ル ６ ｂ （ 図 １ ） を 操 作 す る こ と に よ り 開 閉 す る こ と が で き る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
　 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ か ら の 指 令 信 号 に 基 づ い て 、 開 閉 さ れ
る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 厨 芥 処 理 装 置 １ の 粉 砕 モ ー ド の 運 転 時 及 び 清 掃 モ ー ド の 運 転 時
に 開 放 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 磁 気 検 出 素 子 ２ ４ 及 び フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ の 検 出 信 号 に 基 づ い て
モ ー タ ー １ ２ 及 び 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 作 動 さ せ 、 厨 芥 処 理 装 置 １ の 粉 砕 モ ー ド 又
は 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 厨 芥
処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手 段 ２ ２ ａ を 内 蔵 し て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２
は 、 具 体 的 に は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 、 メ モ リ 及 び そ れ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム （ 以 上 図
示 せ ず ） 等 に よ り 構 成 さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ る 制 御 の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ が 取 付 け ら れ た 管 路 内
に 突 出 す る よ う に 配 置 さ れ た パ ド ル ３ ０ ａ と 、 こ の パ ド ル ３ ０ ａ を 、 支 点 ３ ０ ｂ を 中 心 に
回 動 可 能 に 支 持 す る 概 ね 円 筒 状 の ベ ロ ー ズ ３ ０ ｃ と 、 を 有 す る 。 さ ら に 、 フ ロ ー ス イ ッ チ
３ ０ は 、 ベ ロ ー ズ ３ ０ ｃ の 上 端 に 支 点 ３ ０ ｂ を 中 心 に 回 動 可 能 に 取 付 け ら れ た Ｌ 字 型 の 金
具 ３ ０ ｄ と 、 こ の 金 具 ３ ０ ｄ が 回 動 す る こ と に よ り オ ン ／ オ フ さ れ る マ イ ク ロ ス イ ッ チ ３
０ ｅ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ が 取 付 け ら れ た 管 路 内 に 水 道 水 が 流 れ る と
パ ド ル ３ ０ ａ に 押 圧 力 が 作 用 し 、 こ の 力 に よ り 金 具 ３ ０ ｄ が 回 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て
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い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 管 路 内 の 流 量 が 所 定 値 以 上 に な る と 、 マ イ ク ロ ス イ ッ チ ３ ０ ｅ の
突 起 が 金 具 ３ ０ ｄ に よ っ て 押 さ れ 、 マ イ ク ロ ス イ ッ チ ３ ０ ｅ が オ ン に さ れ る 。 こ れ に よ り
、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 介 し て 吐 水 口 ６ ａ か ら 吐 水 さ れ 、 厨 芥 処 理 室 ８ に 流 入 す る
洗 浄 水 の 流 量 が 検 出 さ れ る 。 マ イ ク ロ ス イ ッ チ ３ ０ ｅ の オ ン ／ オ フ は 、 洗 浄 水 の 流 量 を 示
す 信 号 と し て コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 送 ら れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０
は 、 洗 浄 水 の 流 量 が ４ リ ッ ト ル ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 に な る と オ ン に さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 １ の 作 用 を
説 明 す る 。 図 ５ は 粉 砕 モ ー ド に お け る 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ の 開 閉 と 、 モ ー タ ー １ ２
の 駆 動 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 ６ は 清 掃 モ ー ド に お け る 厨 芥 処 理 装
置 用 給 水 弁 ２ ８ の 開 閉 と 、 モ ー タ ー １ ２ の 駆 動 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス を 示 す グ ラ フ で あ る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 １ の 粉 砕 モ ー ド に お け る 作 用 を
説 明 す る 。
　 厨 芥 処 理 装 置 １ を 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ せ 、 厨 芥 を 粉 砕 す る に は 、 ま ず 、 粉 砕 す べ き 厨 芥
を 厨 芥 投 入 口 ２ か ら 厨 芥 処 理 室 ８ に 投 入 す る 。 投 入 さ れ た 厨 芥 は 、 回 転 板 １ ０ の 上 に 載 せ
ら れ る 。 次 に 、 使 用 者 は 、 厨 芥 投 入 口 ２ の 蓋 体 （ 図 示 せ ず ） を 厨 芥 投 入 口 ２ に 嵌 め 込 み な
が ら 、 蓋 体 を 回 動 さ せ る 。 蓋 体 に は 、 磁 石 （ 図 示 せ ず ） が 埋 め 込 ま れ て お り 、 厨 芥 投 入 口
２ に 取 付 け ら れ て い る 磁 気 検 出 素 子 ２ ４ が 、 蓋 体 が 回 動 さ れ た こ と を 検 知 す る 。 磁 気 検 出
素 子 ２ ４ は 、 蓋 体 を 検 知 し た 旨 の 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 送 る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形
態 の 厨 芥 処 理 装 置 １ で は 、 蓋 体 の 操 作 に よ っ て モ ー タ ー １ ２ が 起 動 さ れ る た め 、 使 用 者 が
厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 手 を 入 れ た 状 態 で モ ー タ ー １ ２ が 回 転 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 磁 気 検 出 素 子 ２ ４ か ら の 信 号 が コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 入 力 さ れ る と 、
コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ に 信 号 を 送 っ て 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁
２ ８ を 開 放 さ せ る 。 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ が 開 放 さ れ 、 洗 浄 水 の 吐 水 が 開 始 さ れ る と
、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ は 洗 浄 水 の 流 量 を 検 知 す る 。 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ は 、 洗 浄 水 の 流 量
が 所 定 量 以 上 で あ る 場 合 に は 、 洗 浄 水 の 流 量 が 十 分 で あ る 旨 の 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に
送 る 。 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ か ら の 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 モ ー タ ー １
２ を 起 動 さ せ 、 厨 芥 の 粉 砕 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 断 水 や 水 道 の 給 水 圧 の 低 下 等 の 原 因 に よ り 、 洗 浄 水 の 流 量 が 所 定 量 未 満 で あ り 、
フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ か ら の 信 号 が 入 力 さ れ な い 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は モ ー タ ー １
２ を 起 動 さ せ ず 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 を 中 止 す る 。 こ の 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 ブ
ザ ー ２ ５ を 鳴 動 さ せ 、 洗 浄 水 の 流 量 不 足 に よ り 粉 砕 モ ー ド で の 運 転 が 実 行 で き な い 旨 を 使
用 者 に 警 告 す る 。 こ れ に よ り 、 洗 浄 水 の 流 量 不 足 に よ る 厨 芥 排 出 部 １ ４ や 排 水 管 （ 図 示 せ
ず ） 等 の 詰 ま り が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 モ ー タ ー １ ２ が 起 動 さ れ 、 回 転 板 １ ０ が 回 転 さ れ る と 、 回 転 板 １ ０ 上 の 厨 芥 は 、 固 定 刃
１ ６ と ス イ ン グ ハ ン マ ー １ ８ の 間 で 粉 砕 さ れ 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 は 、 洗 浄 水 と 共 に 回 転 板 １
０ の 下 側 に 落 ち る 。 回 転 板 １ ０ の 下 に 落 ち た 厨 芥 は 、 ブ レ ー ド ２ ０ ａ に よ っ て さ ら に 粉 砕
さ れ 、 洗 浄 水 と 共 に 厨 芥 排 出 部 １ ４ を 通 っ て 厨 芥 処 理 室 ８ か ら 排 水 管 （ 図 示 せ ず ） へ 排 出
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 ま ず 、 モ ー タ ー １ ２ を Ｄ １ 方 向 （ 図 ２ ） に 約
３ 秒 間 逆 転 さ せ 、 モ ー タ ー １ ２ を 約 １ 秒 間 停 止 さ せ た 後 、 Ｄ ２ 方 向 （ 図 ２ ） に 約 ３ 秒 間 正
転 さ せ る 。 次 い で 、 こ の 手 順 を も う １ 回 繰 り 返 し た 後 、 モ ー タ ー １ ２ を 約 １ ５ 秒 間 逆 転 さ
せ る 。 モ ー タ ー １ ２ を Ｄ １ 方 向 に 逆 転 さ せ る と 、 洗 浄 水 は 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 滞 留 さ れ 、 滞
留 し た 洗 浄 水 の 中 で 、 厨 芥 は さ ら に 微 粉 砕 さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 こ の 後 、 さ ら に
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モ ー タ ー １ ２ の 逆 転 、 正 転 を １ 回 ず つ 行 い 、 モ ー タ ー １ ２ を 停 止 さ せ る 。 モ ー タ ー １ ２ の
Ｄ ２ 方 向 （ 図 ２ ） の 正 転 は 、 回 転 板 １ ０ の 下 に 落 ち た 厨 芥 及 び 洗 浄 水 の 厨 芥 排 出 部 １ ４ か
ら の 排 出 を 促 進 さ せ 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 及 び 洗 浄 水 は 速 や か に 排 水 管 （ 図 示 せ ず ） へ 排 出 さ
れ る 。 次 い で 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ に 信 号 を 送 っ て 厨 芥 処 理
装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 閉 鎖 さ せ 、 水 栓 ６ か ら の 吐 水 を 停 止 さ せ て １ 回 の 粉 砕 モ ー ド の 運 転 が
終 了 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 モ ー タ ー １ ２ の 正 転 時 、 逆 転 時 と も 、 回 転 板 １
０ は 、 約 ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 数 で 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 １ の 清 掃 モ ー ド に お け る 作 用 を
説 明 す る 。
　 厨 芥 処 理 装 置 １ を 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ せ る に は 、 蓋 体 （ 図 示 せ ず ） を 厨 芥 投 入 口 ２ に 嵌
め 込 み な が ら 、 蓋 体 を ダ ブ ル ク リ ッ ク の 要 領 で 素 早 く 二 回 回 動 さ せ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２
は 、 磁 気 検 出 素 子 ２ ４ の 検 出 信 号 に 基 づ い て 蓋 体 が そ の よ う に 操 作 さ れ た こ と を 検 知 す る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 清 掃 モ ー ド の 起 動 操 作 が 検 知 さ れ る と 、 ま ず 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 モ ー タ ー １ ２ を 低
速 で 回 転 さ せ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に 内 蔵 さ れ た 厨 芥 判 定 手 段 ２ ２ ａ は 、 こ の 際 モ ー タ ー
１ ２ に 作 用 し て い る 負 荷 を 検 出 し 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 厨 芥 が 投 入 さ れ て い る か 否 か を 判 定
す る 。 具 体 的 に は 、 厨 芥 判 定 手 段 ２ ２ ａ は モ ー タ ー １ ２ の コ イ ル （ 図 示 せ ず ） に 流 れ る 電
流 を 検 知 し 、 コ イ ル に 所 定 値 以 上 の 電 流 が 流 れ て い る か 否 か に よ っ て モ ー タ ー １ ２ の 負 荷
を 検 出 す る 。 コ イ ル に 所 定 値 以 上 の 電 流 が 流 れ て い る 場 合 に は 、 厨 芥 判 定 手 段 ２ ２ ａ は 厨
芥 処 理 室 ８ 内 に 厨 芥 が 投 入 さ れ て い る と 判 定 す る 。 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 厨 芥 が 投 入 さ れ て い
る と 判 定 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 警 告 手 段 で あ る ブ ザ ー ２ ５ を 鳴 動 さ せ て 使 用 者
に 警 告 を 発 す る と 共 に 、 上 述 し た 粉 砕 モ ー ド に よ る 運 転 を 開 始 さ せ 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 終
了 後 、 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 開 始 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 厨 芥 が 投 入 さ れ た
状 態 で 清 掃 モ ー ド の 運 転 が 実 行 さ れ る の を 防 止 す る 。 一 方 、 コ イ ル に 流 れ る 電 流 が 所 定 値
未 満 の 場 合 に は 、 厨 芥 判 定 手 段 ２ ２ ａ は 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 厨 芥 は 無 い と 判 定 し 、 コ ン ト ロ
ー ラ ２ ２ は 、 そ の ま ま 清 掃 モ ー ド に よ る 運 転 を 起 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 清 掃 モ ー ド が 起 動 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 ま ず 、 モ ー タ ー
１ ２ を Ｄ １ 方 向 （ 図 ２ ） に 逆 転 さ せ る 。 使 用 者 は 、 清 掃 モ ー ド に よ る 運 転 開 始 後 、 厨 芥 処
理 装 置 清 掃 用 の 液 体 洗 剤 を 厨 芥 投 入 口 ２ か ら 投 入 す る 。 次 い で 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 厨
芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ に 信 号 を 送 り 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 開 放 さ せ る 。 な お 、
こ の 際 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ３ ０ に よ る 洗 浄 水 の 流 量 の 検 出 結 果 に 係 わ
り な く 、 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 実 行 さ せ る 。 即 ち 、 断 水 等 に よ り 万 一 洗 浄 水 が 供 給 さ れ な い
場 合 に も 、 厨 芥 処 理 室 ８ は 投 入 さ れ た 液 体 洗 剤 に よ り 清 掃 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 所 定 時 間 開 放 さ せ 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に
洗 浄 水 を 流 入 さ せ た 後 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 閉 鎖 し て 給 水 を 停 止 さ せ る 。 こ こ で
、 回 転 板 １ ０ は Ｄ １ 方 向 （ 図 ２ ） に 逆 転 さ れ て い る た め 、 厨 芥 排 出 部 １ ４ か ら の 洗 浄 水 の
排 出 が 抑 制 さ れ 、 給 水 が 停 止 さ れ た 後 も 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に は 洗 浄 水 が 滞 留 す る 。 こ の よ う
に 、 液 体 洗 剤 が 混 合 さ れ た 洗 浄 水 に 浸 け ら れ た 状 態 で 回 転 板 １ ０ を 回 転 さ せ る こ と に よ り
、 洗 浄 水 の 流 れ の 渦 が 発 生 し 、 こ れ が 、 洗 剤 を 泡 立 て 、 汚 れ を 取 り 除 く た め の 外 力 と し て
作 用 す る 。 さ ら に 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 高 濃 度 で 滞 留 す る 洗 剤 と 回 転 板 １ ０ に よ っ て 生 起 さ
れ る 渦 の 相 乗 効 果 に よ り 、 形 状 が 複 雑 な た め 清 掃 が 困 難 な 回 転 板 １ ０ や 固 定 刃 １ ６ に 固 着
し た 汚 れ が 確 実 に 除 去 さ れ る 。 次 い で 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 モ ー タ ー １ ２ を 所 定 時 間 回
転 さ せ た 後 、 モ ー タ ー １ ２ を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 モ ー タ ー １ ２ を 停 止 さ せ た 後 、 今 度 は 、 モ ー タ ー １ ２ を Ｄ ２ 方 向
（ 図 ２ ） に 正 転 さ せ る と 共 に 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 開 放 さ せ る 。 約 ３ 秒 後 、 コ ン
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ト ロ ー ラ ２ ２ は 、 モ ー タ ー １ ２ を 停 止 さ せ 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 閉 鎖 さ せ て 、 １
回 の 清 掃 モ ー ド の 運 転 が 終 了 す る 。 こ の 約 ３ 秒 間 の モ ー タ ー １ ２ の 正 転 に よ り 、 厨 芥 処 理
室 内 は す す ぎ 洗 い さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 清 掃 モ ー ド 運 転 に お い て も 、 モ ー タ ー
１ ２ の 正 転 時 、 逆 転 時 と も 、 回 転 板 １ ０ は 、 約 ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 数 で 回 転 さ れ る 。 ま
た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 モ ー タ ー １ ２ の 逆 転 を 停 止 さ せ た 後 、 約 ５ 秒 後 に 、 モ ー タ ー
１ ２ の 正 転 を 開 始 さ せ て い る が 、 こ の 逆 転 と 正 転 の 間 の 時 間 は 、 使 用 す る 洗 剤 の 特 性 等 に
応 じ て 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 投 入 さ れ た 洗 剤 は 回 転 板 １ ０
の 回 転 に よ り 泡 立 て ら れ て お り 、 洗 剤 の 泡 は 洗 浄 水 が 排 出 さ れ た 後 も 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 長
時 間 残 留 す る こ と が で き る 。 こ の 残 留 し た 泡 の 作 用 に よ り 厨 芥 処 理 室 ８ の 内 壁 面 等 に 付 着
し た 汚 れ を 落 と す こ と が で き る 。 例 え ば 、 漬 け 置 き 洗 浄 の 効 果 が 期 待 で き る 洗 剤 を 使 用 す
る 場 合 に は 、 逆 転 と 正 転 の 間 の 時 間 を 数 時 間 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 粉 砕 モ ー ド に お い て 、 洗 浄 水 が 所 定 流
量 以 上 供 給 さ れ て い る 場 合 の み 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ 、 厨 芥 の 粉 砕 を 実 行 す る の で 、 洗 浄 水
の 不 足 に よ る 排 水 管 路 の 詰 ま り や 、 粉 砕 さ れ た 厨 芥 の 厨 芥 処 理 室 内 へ の 付 着 を 防 止 す る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 粉 砕 モ ー ド に 加 え 清 掃 モ ー ド を 備 え て い る た め 厨 芥 処 理 装 置 を 容 易
に 清 掃 す る こ と が で き る と 共 に 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 洗 浄 水 の 流 量 に 係 わ り な く 清 掃
モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る の で 、 少 量 の 洗 浄 水 で も 清 掃 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 粉 砕 モ ー ド に お い て 、 洗 浄 水 を
自 動 的 に 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る の で 、 粉 砕 モ ー ド の 適 切 な 時 期 に 洗 浄 水 を 供 給 す る こ と
が で き る 。
　 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 清 掃 モ ー ド に お い て 、 自 動 的 に
洗 浄 水 を 厨 芥 処 理 室 に 流 入 さ せ る の で 、 清 掃 モ ー ド の 適 切 な 時 期 に 洗 浄 水 を 供 給 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る 厨 芥 判 定 手
段 を 備 え て い る の で 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が あ る 状 態 で 、 誤 っ て 清 掃 モ ー ド が 実 行 さ れ る
の を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 厨 芥 判 定 手 段 が 、 モ ー タ ー を 回 転 さ せ 、 モ ー タ ー
に 作 用 す る 負 荷 に よ り 厨 芥 処 理 室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る の で 、 簡 単 な 機 構 で 厨 芥 処 理
室 内 の 厨 芥 の 有 無 を 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 モ ー タ ー を 逆 転 さ せ る こ と に よ り 、 洗 浄 水 が 厨 芥
処 理 室 内 に 滞 留 さ れ る の で 、 供 給 さ れ た 洗 浄 水 の 量 が 少 な く て も 、 液 体 洗 剤 を 混 合 さ せ た
洗 浄 水 が 厨 芥 処 理 室 内 の 壁 面 等 に 接 触 さ れ る 時 間 は 長 く な り 、 厨 芥 処 理 装 置 を 少 量 の 洗 浄
水 で 効 率 良 く 清 掃 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 水 栓 ６ の 手 動 給 水 弁 ２ ６ を 手 動 で 開 放 さ せ た 場 合
も 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ に よ っ て 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ が 開 放 さ れ た 場 合 も 、 同 一 の 吐
水 口 ６ ａ か ら 洗 浄 水 が 吐 水 さ れ て い た が 、 変 形 例 と し て 、 夫 々 に 専 用 の 吐 水 口 を 設 け て も
良 い 。 こ の 場 合 に は 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に 専 用 の 吐 水 口 （ 図 示 せ ず ） を 設 け て お き 、 厨 芥 処
理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ を 介 し て 供 給 さ れ る 洗 浄 水 が 、 そ の 専 用 の 吐 水 口 か ら 直 接 供 給 さ れ る
よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 或 い は 、 専 用 の 吐 水 口 （ 図 示 せ ず ） を シ ン ク ４ 近 傍 に 設 け
た 専 用 の カ ラ ン （ 図 示 せ ず ） か ら 吐 水 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ と し て 、 全 開 状 態 又
は 全 閉 状 態 で 使 用 さ れ る タ イ プ の 給 水 弁 が 用 い ら れ て い た が 、 変 形 例 と し て 、 厨 芥 処 理 装
置 用 給 水 弁 ２ ８ を 、 開 度 調 節 可 能 な 給 水 弁 と し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 清 掃 モ ー ド に お
け る 給 水 弁 の 開 度 が 、 粉 砕 モ ー ド に お け る 給 水 弁 の 開 度 よ り も 小 さ く な る よ う に 構 成 す る
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の が 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 手 動 給 水 弁 ２ ６ 及 び 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 ２ ８ は
水 栓 ６ の 中 に 内 蔵 さ れ て い た が 、 変 形 例 と し て 、 こ れ ら の 給 水 弁 の 何 れ か 一 方 又 は 両 方 が
水 栓 ６ の 外 部 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 厨 芥 判 定 手 段 は 、 厨 芥 処 理 室 内 に 厨 芥 が 投 入 さ
れ て い る か 否 か を 判 定 し 、 厨 芥 が 投 入 さ れ て い る 場 合 に は 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 を 実 行 し た
後 、 清 掃 モ ー ド の 運 転 を 実 行 し て い る が 、 変 形 例 と し て 、 厨 芥 が 投 入 さ れ て い る 場 合 に は
、 使 用 者 に 警 告 を 発 す る と 共 に 、 清 掃 モ ー ド の 起 動 を 中 止 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 粉 砕 モ ー ド に お け る 洗 浄 水 の 流 量 不 足 等 を ブ ザ ー ２
５ に よ っ て 使 用 者 に 警 告 し て い た が 、 変 形 例 と し て 、 ブ ザ ー の 代 わ り に 、 或 い は ブ ザ ー と
共 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、 ラ ン プ 等 を 点 灯 さ せ て 警 告 を 発 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 蓋 体 を 一 回 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 粉 砕 モ ー ド が 起
動 さ れ 、 二 回 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 清 掃 モ ー ド が 起 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い た が
、 変 形 例 と し て 、 蓋 体 を 時 計 回 り に 回 動 操 作 す る と 粉 砕 モ ー ド が 起 動 さ れ 、 反 時 計 回 り に
回 動 操 作 す る と 清 掃 モ ー ド が 起 動 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 蓋
体 に ３ つ の 磁 石 を 埋 め 込 ん で お き 、 蓋 体 が 時 計 回 り に 回 動 操 作 さ れ た と き に は 、 こ の う ち
の ２ つ の 磁 石 の 磁 気 が 磁 気 検 出 素 子 に よ っ て 検 出 さ れ 、 蓋 体 が 反 時 計 回 り に 回 動 操 作 さ れ
た と き に は 、 全 て の 磁 石 の 磁 気 が 磁 気 検 出 素 子 に よ っ て 検 出 さ れ る よ う に 、 各 磁 石 及 び 各
磁 気 検 出 素 子 を 配 置 し て 、 蓋 体 の 操 作 を 識 別 す る の が 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 図 ７ 及 び 図 ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 を 説 明 す る
。 本 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 で は 、 洗 浄 水 の 給 水 系 統 が 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 。 従
っ て 、 こ こ で は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 点 の み を 説 明 し 、 同 様
の 構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態
に よ る 厨 芥 処 理 装 置 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 使
用 さ れ て い る フ ロ ー セ ン サ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま ず 、 図 ７ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い る
水 栓 内 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 説 明 す る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い る 水 栓
４ ０ は 、 手 動 給 水 弁 ２ ６ と 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ と 、 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ と 、 を
有 す る 。 ま た 、 水 栓 ４ ０ は 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ を 介 し て 給 水 さ れ る 洗 浄 水 の 流 量 を
測 定 す る た め の 流 量 検 出 手 段 で あ る フ ロ ー セ ン サ ４ ６ を 内 蔵 し て い る 。 さ ら に 、 本 実 施 形
態 の 厨 芥 処 理 装 置 は 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ 、 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ 、 フ ロ ー セ ン サ
４ ６ 、 及 び モ ー タ ー １ ２ を 制 御 す る 制 御 手 段 で あ る コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 水 道 管 ３ ２ か ら 供 給 さ れ た 水 道 水 は ３ 系 統 に 分 岐 さ れ て お り 、
そ の う ち の １ つ は 手 動 給 水 弁 ２ ６ に 接 続 さ れ 、 他 の １ つ は 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ 及 び フ
ロ ー セ ン サ ４ ６ に 接 続 さ れ 、 残 り の １ つ は 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ
れ ら ３ 系 統 に 分 岐 さ れ た 水 路 は 、 再 び 合 流 さ れ 、 吐 水 口 ６ ａ に 連 通 さ れ て い る 。 ま た 、 清
掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ が 接 続 さ れ た 管 路 は 、 手 動 給 水 弁 ２ ６ 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ が
夫 々 接 続 さ れ た 管 路 よ り も 細 く 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 粉 砕 モ ー ド
用 給 水 弁 ４ ２ 及 び 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ は 、 給 水 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ を 説 明 す る 。
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　 図 ８ に 示 す よ う に 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ は 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ が 取 付 け ら れ た 管 路 の 中 心
軸 線 を 中 心 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 羽 根 車 ４ ６ ａ と 、 こ の 羽 根 車 ４ ６ ａ の 羽 根 の １ つ に 埋
め 込 ま れ た 磁 石 ４ ６ ｂ と 、 こ の 磁 石 ４ ６ ｂ の 磁 気 を 検 出 す る ホ ー ル 素 子 ４ ６ ｃ と 、 を 有 す
る 。 洗 浄 水 が 管 路 内 を 流 れ る と 、 こ の 流 れ に よ り 羽 根 車 ４ ６ ａ が 回 転 さ れ る 。 羽 根 車 ４ ６
ａ が １ 回 転 す る 毎 に 、 羽 根 に 埋 め 込 ま れ た 磁 石 ４ ６ ｂ は ホ ー ル 素 子 ４ ６ ｃ の 近 傍 を １ 回 通
過 し 、 ホ ー ル 素 子 ４ ６ ｃ は 磁 石 ４ ６ ｂ の 磁 気 を 検 出 す る 。 磁 石 ４ ６ ｂ の 磁 気 を １ 回 検 出 す
る 毎 に 、 ホ ー ル 素 子 ４ ６ ｃ は パ ル ス を １ つ 出 力 す る 。 こ こ で 、 羽 根 車 ４ ６ ａ の 回 転 数 は 管
路 内 を 流 れ る 洗 浄 水 の 流 量 に ほ ぼ 比 例 す る た め 、 単 位 時 間 当 り の パ ル ス 数 を カ ウ ン ト す る
こ と に よ っ て 、 管 路 内 を 流 れ る 洗 浄 水 の 流 量 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 が 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ は 、
粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ に 信 号 を 送 り 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ を 開 放 さ せ る 。 粉 砕 モ ー
ド 用 給 水 弁 ４ ２ が 開 放 さ れ る と 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ 内 に 洗 浄 水 が 流 入 し 、 羽 根 車 ４ ６ ａ が
回 転 さ れ る 。 羽 根 車 ４ ６ ａ が 回 転 さ れ る と 、 ホ ー ル 素 子 ４ ６ ｃ は パ ル ス 発 生 し 、 こ の パ ル
ス 信 号 は コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ に 送 ら れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ は 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ か ら 送 ら
れ た パ ル ス 信 号 の 、 単 位 時 間 当 り の パ ル ス 数 を カ ウ ン ト す る 。 コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ は 、 カ ウ
ン ト し た パ ル ス 数 が 所 定 数 以 上 の 場 合 、 即 ち 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ を 流 れ る 流 量 が 所 定 流 量
以 上 の 場 合 に は 、 モ ー タ ー １ ２ を 起 動 さ せ 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 を 開 始 さ せ る 。 粉 砕 モ ー ド
に お け る モ ー タ ー １ ２ の 回 転 、 及 び 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ の 開 閉 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス
は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 の 清 掃 モ ー ド に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ は 、
モ ー タ ー １ ２ に 信 号 を 送 り 、 こ れ を 起 動 さ せ る 。 使 用 者 は 、 清 掃 モ ー ド に よ る 運 転 開 始 後
、 厨 芥 処 理 装 置 清 掃 用 の 液 体 洗 剤 を 厨 芥 投 入 口 ２ か ら 投 入 す る 。 次 に 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ８
は 、 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ に 信 号 を 送 り 、 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ を 開 放 さ せ 、 洗 浄 水
を 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 す る 。 ま た 、 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ４ が 接 続 さ れ た 管 路 は 、 粉 砕 モ
ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ が 接 続 さ れ た 管 路 よ り も 細 く 構 成 さ れ て い る た め 、 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給
さ れ る 洗 浄 水 の 流 量 は 、 粉 砕 モ ー ド の 場 合 よ り も 少 な く な る 。 こ の よ う に 、 清 掃 モ ー ド に
お け る 給 水 量 が 減 少 さ れ る た め 、 投 入 さ れ た 厨 芥 処 理 装 置 清 掃 用 の 液 体 洗 剤 が 希 釈 さ れ に
く く な り 、 厨 芥 処 理 室 ８ 内 に は 高 濃 度 の 洗 剤 が 長 時 間 滞 留 さ れ る 。 な お 、 清 掃 モ ー ド に お
い て は 、 洗 浄 水 は フ ロ ー セ ン サ ４ ６ 内 を 流 れ な い の で 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６ か ら の パ ル ス 信
号 が コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ に 送 ら れ る こ と は な い が 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ８ は 、 フ ロ ー セ ン サ ４ ６
検 出 結 果 に 係 わ り な く モ ー タ ー １ ２ を 起 動 さ せ る 。 清 掃 モ ー ド に お け る モ ー タ ー １ ２ の 回
転 、 及 び 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁 ４ ２ の 開 閉 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で
あ る た め 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 粉 砕 モ ー ド よ
り も 少 な い 流 量 の 洗 浄 水 が 供 給 さ れ る の で 、 投 入 さ れ た 厨 芥 処 理 装 置 清 掃 用 の 液 体 洗 剤 が
過 度 に 希 釈 さ れ る こ と が な く 、 高 濃 度 の 洗 剤 が 厨 芥 処 理 室 内 に 長 時 間 滞 留 さ れ 、 少 量 の 洗
浄 水 で 効 率 良 く 清 掃 を 行 な う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 で は 、 粉 砕 モ ー ド に お い て 、 水 道 水 の
み が 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 さ れ て い た が 、 変 形 例 と し て 、 水 道 水 に 加 え て 温 水 も 厨 芥 処 理 室
８ に 供 給 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 粉 砕 モ ー ド 時 に 洗 浄 水 を 厨
芥 処 理 室 ８ に 供 給 す る 管 路 を ２ 系 統 設 け て お き 、 そ の 一 方 に は 水 道 管 を 直 接 接 続 し 、 他 方
に は 給 湯 器 を 介 し て 湯 が 供 給 さ れ る よ う に 構 成 す る 。 さ ら に 、 こ れ ら ２ 系 統 の 管 路 に 夫 々
フ ロ ー セ ン サ を 設 け て お き 、 各 フ ロ ー セ ン サ が 検 出 し た 流 量 を コ ン ト ロ ー ラ が 合 算 す る こ
と に よ り 、 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 さ れ る 洗 浄 水 の 流 量 を 検 出 す る よ う に 構 成 す る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 図 ９ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 を 説 明 す る 。 本 実 施
形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 で は 、 洗 浄 水 の 給 水 系 統 が 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 。 従 っ て 、 こ
こ で は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 点 の み を 説 明 し 、 同 様 の 構 成 に
つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 厨
芥 処 理 装 置 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま ず 、 図 ９ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い る
水 栓 内 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 説 明 す る 。
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い る 水 栓
５ ０ は 、 手 動 給 水 弁 ５ ２ と 、 給 水 手 段 で あ る 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ と 、 を 有 す る 。 ま た
、 水 栓 ５ ０ は 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ を 介 し て 給 水 さ れ る 洗 浄 水 の 流 量 を 検 出 す る た め
の 流 量 検 出 手 段 で あ る フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ を 内 蔵 し て い る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処
理 装 置 は 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ 、 及 び モ ー タ ー １ ２ を 制 御 す る
制 御 手 段 で あ る コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 水 道 管 ３ ２ か ら 供 給 さ れ た 水 道 水 は ２ 系 統 に 分 岐 さ れ て お り 、
そ の う ち の １ つ は 手 動 給 水 弁 ５ ２ に 接 続 さ れ 、 他 の １ つ は 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ 及 び フ
ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら ２ 系 統 に 分 岐 さ れ た 水 路 は 、 再 び 合 流 さ れ 、
吐 水 口 ６ ａ に 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 が 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ は 、
粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ に 信 号 を 送 り 、 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ を 開 放 さ せ る 。 粉 砕 モ ー
ド 用 給 水 弁 ５ ４ が 開 放 さ れ る と 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ に 洗 浄 水 が 流 れ 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ５
６ が オ ン に さ れ る 。 フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ が オ ン に さ れ た 旨 の 信 号 は コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ に 送
ら れ る 。 フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ か ら の 信 号 を 受 け る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ は 、 モ ー タ ー １ ２
を 起 動 さ せ 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 を 開 始 さ せ る 。 粉 砕 モ ー ド に お け る モ ー タ ー １ ２ の 回 転 、
及 び 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁 ５ ４ の 開 閉 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る
の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 の 清 掃 モ ー ド に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ は 、
モ ー タ ー １ ２ に 信 号 を 送 り 、 こ れ を 起 動 さ せ る 。 使 用 者 は 、 清 掃 モ ー ド に よ る 運 転 開 始 後
、 厨 芥 処 理 装 置 清 掃 用 の 液 体 洗 剤 を 厨 芥 投 入 口 ２ か ら 投 入 す る 。 次 に 、 使 用 者 は 、 手 動 給
水 弁 ５ ２ を 操 作 し て 、 こ れ を 開 放 さ せ 、 洗 浄 水 を 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 す る 。 ま た 、 使 用 者
は 、 適 量 の 洗 浄 水 が 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 さ れ る よ う に 、 手 動 給 水 弁 ５ ２ の 開 度 を 適 宜 調 節
す る 。 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 洗 浄 水 の 流 量 を 粉 砕 モ ー ド の 場 合 よ り も 少 な く す る の が 良
い 。 な お 、 清 掃 モ ー ド に お い て は 、 洗 浄 水 は フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ を 流 れ な い の で 、 フ ロ ー
ス イ ッ チ ５ ６ か ら の 信 号 が コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ に 送 ら れ る こ と は な い が 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ ８
は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ５ ６ 検 出 結 果 に 係 わ り な く モ ー タ ー １ ２ を 起 動 さ せ る 。 清 掃 モ ー ド に
お け る モ ー タ ー １ ２ の 回 転 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 清 掃 モ ー ド に お い て 、 洗 浄 水 が 手 動 給
水 弁 を 介 し て 供 給 さ れ る の で 、 使 用 者 が 洗 浄 水 の 量 を 適 宜 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 を 説 明 す る 。 本 実
施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 で は 、 洗 浄 水 の 給 水 系 統 が 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 。 従 っ て 、
こ こ で は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 点 の み を 説 明 し 、 同 様 の 構 成
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に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ
る 厨 芥 処 理 装 置 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま ず 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い
る 水 栓 内 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 説 明 す る 。
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い る 水
栓 ６ ０ は 、 手 動 給 水 弁 ６ ２ と 、 こ の 手 動 給 水 弁 ６ ２ を 介 し て 給 水 さ れ る 洗 浄 水 の 流 量 を 検
出 す る た め の 流 量 検 出 手 段 で あ る フ ロ ー ス イ ッ チ ６ ４ を 内 蔵 し て い る 。 さ ら に 、 本 実 施 形
態 の 厨 芥 処 理 装 置 は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ６ ４ の 検 出 結 果 に 基 づ い て モ ー タ ー １ ２ を 制 御 す る
制 御 手 段 で あ る コ ン ト ロ ー ラ ６ ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 水 道 管 ３ ２ か ら 供 給 さ れ た 水 道 水 は 、 手 動 給 水 弁 ６ ２ 及 び フ ロ
ー ス イ ッ チ ６ ４ を 介 し て 吐 水 口 ６ ａ か ら 吐 水 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 を 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ せ る 場 合 に は 、 使 用 者 は 、 ま ず 、 水 栓
６ ０ を 操 作 し て 手 動 給 水 弁 ６ ２ を 開 放 さ せ 、 十 分 な 流 量 の 洗 浄 水 を 厨 芥 処 理 室 ８ に 流 入 さ
せ る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 厨 芥 投 入 口 ２ の 蓋 体 （ 図 示 せ ず ） を 厨 芥 投 入 口 ２ に 嵌 め 込 み な
が ら 蓋 体 を 回 動 さ せ 、 厨 芥 処 理 装 置 を 粉 砕 モ ー ド で 起 動 さ せ る 。 蓋 体 が 回 動 操 作 さ れ 、 且
つ フ ロ ー ス イ ッ チ ６ ４ が オ ン に さ れ て い る 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ ６ は 、 モ ー タ ー １ ２
を 起 動 さ せ て 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 一 方 、 洗 浄 水 の 流 量 が 所 定 の 流 量 に 達 し て い な い 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ ６ は ブ ザ ー
２ ５ を 鳴 動 さ せ て 、 使 用 者 に 警 告 を 発 す る 。 こ の 警 告 に 従 っ て 使 用 者 が 手 動 給 水 弁 ６ ２ を
さ ら に 開 放 さ せ 、 十 分 な 流 量 の 洗 浄 水 が 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 さ れ る よ う に な る と 、 フ ロ ー
ス イ ッ チ ６ ４ は オ ン に な る 。 フ ロ ー ス イ ッ チ ６ ４ が オ ン に さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ ６ は
、 モ ー タ ー １ ２ を 起 動 さ せ て 、 粉 砕 モ ー ド の 運 転 を 実 行 す る 。 粉 砕 モ ー ド に お け る モ ー タ
ー １ ２ の 回 転 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 の 清 掃 モ ー ド に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 が 清 掃 モ ー ド で 起 動 さ れ る と 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ ６ は 、
モ ー タ ー １ ２ に 信 号 を 送 り 、 こ れ を 起 動 さ せ る 。 使 用 者 は 、 清 掃 モ ー ド に よ る 運 転 開 始 後
、 厨 芥 処 理 装 置 清 掃 用 の 液 体 洗 剤 を 厨 芥 投 入 口 ２ か ら 投 入 す る 。 次 に 、 使 用 者 は 、 手 動 給
水 弁 ６ ２ を 操 作 し て 、 こ れ を 開 放 さ せ 、 洗 浄 水 を 厨 芥 処 理 室 ８ に 供 給 す る 。 な お 、 清 掃 モ
ー ド に お い て は 、 洗 浄 水 の 流 量 が 少 な く 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ６ ４ が オ ン に さ れ て い な い 場 合
で も 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ ６ は 、 フ ロ ー ス イ ッ チ ６ ４ 検 出 結 果 に 係 わ り な く モ ー タ ー １ ２ を 起
動 さ せ る 。 清 掃 モ ー ド に お け る モ ー タ ー １ ２ の 回 転 の タ イ ム シ ー ク ェ ン ス は 、 第 １ 実 施 形
態 と 同 様 で あ る た め 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 厨 芥 処 理 装 置 に よ れ ば 、 自 動 的 に 開 閉 さ れ る 給 水 弁 を 備 え る こ
と な く 、 粉 砕 モ ー ド の 実 行 時 に は 必 要 な 流 量 の 洗 浄 水 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 種 々 の 変 更 を 加 え
る こ と が で き る 。 特 に 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 の 各 変 形 例 は 、 適 宜 、 他 の 実 施 形 態 と 組 み 合
わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 清 掃 モ ー ド の 運 転 に お い て 、 洗 浄 水 を 供 給 す る 時 期 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 適 宜
変 更 す る こ と が で き る 。 図 １ １ は 、 洗 浄 水 を 供 給 す る 時 期 の 種 々 の 変 形 例 を 示 す タ イ ム シ
ー ク ェ ン ス で あ る 。 即 ち 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 洗 浄 水 を 供 給 し 終 わ っ た 後 、 モ ー
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タ ー を 起 動 さ せ て も 良 い 。 或 い は 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 洗 浄 水 の 供 給 の 途 中 で モ
ー タ ー を 起 動 さ せ 、 洗 浄 水 の 供 給 終 了 後 、 モ ー タ ー を 停 止 さ せ て も 良 い 。 ま た 、 図 １ １ （
ｃ ） に 示 す よ う に 、 モ ー タ ー の 回 転 中 の 所 定 期 間 に 亘 っ て 洗 浄 水 を 供 給 し て も 良 い 。 さ ら
に 、 図 １ １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 モ ー タ ー の 回 転 中 に 洗 浄 水 の 供 給 を 開 始 し 、 モ ー タ ー の
停 止 後 、 洗 浄 水 の 供 給 を 停 止 さ せ て も 良 い 。 或 い は 、 図 １ １ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 モ ー タ
ー の 回 転 終 了 後 に 、 所 定 期 間 に 亘 っ て 洗 浄 水 を 供 給 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 、 及 び こ れ を 設 置 し た シ ン ク 全 体 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II線 に 沿 っ て 厨 芥 処 理 室 の 下 部 を 切 断 し て 示 す 斜 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 に お け る 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 フ ロ ー ス イ ッ チ の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 粉 砕 モ ー ド に お け る 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 の 開 閉 と 、 モ ー タ ー の 駆 動 の タ イ ム シ
ー ク ェ ン ス を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 清 掃 モ ー ド に お け る 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁 の 開 閉 と 、 モ ー タ ー の 駆 動 の タ イ ム シ
ー ク ェ ン ス を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 に お い て 使 用 さ れ て い る フ ロ ー セ ン サ
の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置 の 洗 浄 水 の 給 水 系 統 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 洗 浄 水 を 供 給 す る 時 期 の 種 々 の 変 形 例 を 示 す タ イ ム シ ー ク ェ ン ス で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ 　 　 　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 厨 芥 処 理 装 置
　 ２ 　 　 　 厨 芥 投 入 口
　 ４ 　 　 　 シ ン ク
　 ６ 　 　 　 水 栓
　 ８ 　 　 　 厨 芥 処 理 室
　 １ ０ 　 　 回 転 板
　 １ ２ 　 　 モ ー タ ー
　 １ ２ ａ 　 回 転 軸
　 １ ４ 　 　 厨 芥 排 出 部
　 １ ６ 　 　 固 定 刃
　 １ ８ 　 　 ス イ ン グ ハ ン マ ー
　 ２ ０ ａ 　 ブ レ ー ド
　 ２ ０ ｂ 　 羽 根
　 ２ ２ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 ２ ２ ａ 　 厨 芥 判 定 手 段
　 ２ ４ 　 　 磁 気 検 出 素 子
　 ２ ５ 　 　 ブ ザ ー
　 ２ ６ 　 　 手 動 給 水 弁
　 ２ ８ 　 　 厨 芥 処 理 装 置 用 給 水 弁
　 ３ ０ 　 　 フ ロ ー ス イ ッ チ
　 ３ ０ ａ 　 パ ド ル
　 ３ ０ ｂ 　 支 点
　 ３ ０ ｃ 　 ベ ロ ー ズ
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　 ３ ０ ｄ 　 金 具
　 ３ ０ ｅ 　 マ イ ク ロ ス イ ッ チ
　 ３ ２ 　 　 水 道 管
　 ４ ０ 　 　 水 栓
　 ４ ２ 　 　 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁
　 ４ ４ 　 　 清 掃 モ ー ド 用 給 水 弁
　 ４ ６ 　 　 フ ロ ー セ ン サ
　 ４ ６ ａ 　 羽 根 車
　 ４ ６ ｂ 　 磁 石
　 ４ ６ ｃ 　 ホ ー ル 素 子
　 ４ ８ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 ５ ０ 　 　 水 栓
　 ５ ２ 　 　 手 動 給 水 弁
　 ５ ４ 　 　 粉 砕 モ ー ド 用 給 水 弁
　 ５ ６ 　 　 フ ロ ー ス イ ッ チ
　 ５ ８ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 ６ ０ 　 　 水 栓
　 ６ ２ 　 　 手 動 給 水 弁
　 ６ ４ 　 　 フ ロ ー ス イ ッ チ
　 ６ ６ 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

(17) JP 2007-152177 A 2007.6.21



フロントページの続き

(74)代理人  100123630
            弁理士　渡邊　誠
(72)発明者  清水　剛
            福岡県北九州市小倉北区中島２丁目１番１号　東陶機器株式会社内
(72)発明者  黒石　正宏
            福岡県北九州市小倉北区中島２丁目１番１号　東陶機器株式会社内
(72)発明者  瓜生　勝嗣
            福岡県北九州市小倉北区中島２丁目１番１号　東陶機器株式会社内
(72)発明者  高良　佳充
            福岡県北九州市小倉北区中島２丁目１番１号　東陶機器株式会社内
(72)発明者  岡田　武倍
            福岡県北九州市小倉北区中島２丁目１番１号　東陶機器株式会社内
Ｆターム(参考) 3E023 DA07  DA10 
　　　　 　　  4D065 CA16  CC04  DD04  DD18  EA08  EB17  ED27  ED35  ED50  EE16 

(18) JP 2007-152177 A 2007.6.21


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

